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係があったの

か、「芥川龍之介

の中国旅行」とい

う、ちょっと異色

で想鶴 つかな

会でした。 講師は芥川研究の第―AIで本も書
かれている、佐久間徹氏。

用意された資料には副題として「芥川は21世

紀の予言者、プロレタリア作家、日中友好運動の

先駆者」と書かれているではありませんか。ますま

す興味が湧いてきます。

会が始まる前に、佐久問氏が黒板に豹 ||の代表

作品を書かれたのですが、知らない題略のなんと多

かったことか。「読んだことのある方、手を挙げてくだ

さい」と言われたのですが、ゼロというのが本当に多

かつたのです。

芥川が中国に旅行したのは4か月。時は 1921

年、中国共産党ができた年です。大阪毎日新聞社海

外視察員、つまリジャーナリストとして中国を訪れた

のですが、中国に憧れていたこと、谷崎潤下郎の中

国旅行後の作品に触発されたこと等の理由があつた

と力ちもしかすると日本で1番プロレタリア文学を読

んでいたのではないかという指摘には鮨 ました。
『しヽもヽカロ瀬或Z翼

プ園レタリア文

難 よりもっと

深ひところま

で進んでしヽた

と思うJ(菊池

鋤、憶外に

も、私は我々

の近くに立っ

てしヽる氏を発

見した」(宮本

轟影台)としヽう

言効 残`つて支那服を増て、芥川と竹内逸嵐

いるそうです■

とに力く中国の革命

家や学者等と
`詢
など

中国旅行で得たものは

多かったようで、その後

の作品にもその影響が

表れたようです。反戦

作品を歩準錯、伏字の

××だらけの小説「将軍」

は、渾身を込めた反戦小説だつたのです。

思い出したことがあります。社会科の資料で芥川

が「中国の女学校で、(反日の運動で)日本製の文房

具を一切使用せず、学習する姿を見た。今に中国は

大した国になるぞ」と友人に手紙に書いていたので

す。

現在、「日本音話」の「ツ以麒Ь」は,鬼ヶ島を攻撃し

ているが、あれは正しいのか?」と言われています

が、なんと:詢 ||が 1924年干Jの「ツ以麒Ь」で「熱帯の豊

かな島で平阿こ暮らしていた鬼の棲むけ

吼 殺致、強姦、略奪を尽くし島と翅軋 以後島の若

鬼は独立を計画 ・̈」と書ハているのです:この島と

は朝鮮半詫 指している‥・今から100年前にこれを

書いていたとは驚く|、勤 りヽです。
「M)言 葉」には帝国主義の定義を始め、驚く
ばかりの内容を書いています。

芥りIIとしうと自殺のことばかり気になつたりします

が、作品に込められた深い内容を理解したいと思い

ました。特に佐久問氏が「ぜひ!」と推薦してくださった

撤 山図」の小説は絶対読みたいと思います。

最後に佐久間氏がまとめられたのは「日中友好

運動は互しヽの現実を正確に認識し合しヽ、過去の歴

史と真摯に向き合うことカミ腰 。却 11のように相

手国の良い面も悪い面も正しく見ることが大切。

国際法に反する行為や相手国の軍拡を理由に軍拡

を行うことは日中友好に反するJでした。

豊富な資拳を用意してくださり、濃い内容のお

話、ありがとうございまし,電 参加者が少ないのが残

念でした 切目藤千音)

最後の写真
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「73冒部朦』鷲亀了議③
1930年後半に、ハルビンから南へ約 20b行つ
た平房に、731部隊の大きな建物が完成し、いよ

いよゝ 敬 を棚 ヒします。霧 日れま3000´人を

越す隊員がいた秘密部隊731部隊ではどんなこと

が行なわれていたのでしょうか?

731部隊には、研究施設 (口馴園 、実験に使

う人を収容する施設 0棟、8オ刺 の他、実験動
物を飼っていた動物舎や、昆虫舎、凍傷の実験を

した凍傷実験室、ベン トの範 飛行場、その

他神社や隊員の子どもが通う学校、運動場、官

舎、少年隊舎など多くの施設がありました。

森村誠一氏の『新版 悪魔の飽食』には、その

731部隊の要図が載つています。

その中の口号棟 (中国陥 :四方楼)で、細菌戦の

研究を進めていました。3階建ての建物ですが、

高さは、普通のビルの5階建てくらいの高さがあ

り、その中に、7棟、8棟という、実験に使う人
間を収容した小屋がありました。 (通称「マル

タ」小屋)。 実験に使う人を、人間として見るの

ではなく、 1本、2本と呼んで、全く丸太の様に
数えていました。

2階、3階に研究室があって、いかに毒力の強い

菌を作れるか、研究していました。
「マルタ」小屋を口号棟のビルで囲ったのは、平

房の移転する前に、背蔭河の施設で、脱走事件があ

り、問題になったからで、平房では、高いビルで囲

み、脱走することを不哺 3こしました。その結果、

731部隊では「マ/L/4」 (被験者)で生きて生退した人

は、誰1人いませんでした。

この口号棟の、2階、3階では、い 基礎研

究が行なわれていました。

第1課では、腸チノス、2課ではコレラ、3課は

生理 0「マノL/4」 僻虜)の管理を吉村寿人という人が

やっていました。吉村班は、凍傷実験働剖‖ヽ」は寒

いので、日本兵の凍傷をいかに治療するか、「マル

タ」を使つて実験をしていた。)をしていました。その

他、レントゲンで身体検査をしたり、放射線を使つた

実験をしていた宮川霧ょどがありました。

第 5課はペスト、第6課は病理、第8課は病毒、

第9課は水棲昆虫、第10課は血清、第11課は結

核などの研究をしていました。この他に、毒ガス実験

が 関東軍516部

隊などと共同で頻

繁に行なわれまし

た この結果、̂ヌ
ト菌やコレラ菌、チ

フス菌を強毒化す

ることキ研霙功し、そ

れ%J響藤藤辱器とし

てmヽました。
ペスト菌などの細

菌の毒力を高める

方法は、生きてい

る人間にな 卜菌

を注射し、ペスト感

磐 せ、死ぬ前に

その血を採取し、そのベスト菌をまた違例癬費者に通

すことによつて、毒力を高めていきました。

その強毒な菌を鼠に注射し、鼠をペスト菌に感

熟 せて、その血をノ

ミに吸わせて、ベスト

泥B製ノミをイ的、誓ク)ヽら

雑穀と共に撒いて、細

菌戦をしました。

関東軍防疲総本部本部
満洲第七ニー部隊要図満

淵
第
七
三
一
部
隊
要
図

（新
版

『
悪
魔
の
飽
食
』
よ
り
）

口堤疑熱Э

l階は、細

菌を製造す

る工場にな

っていて、

日夜、いろ

いろな細菌

を製雉して

いました。
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白春臓藤n譜る 三:口志l① 連合軍の解諄
連
合
軍
は
洛
陽
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
、
諸
侯
を
募
っ
た
曹
操
も
長
沙
太
守
の

孫
堅
も
連
合
軍
を
離
れ
て
い
た
。
洛
陽
は
、
董
卓
に
よ
つ
て
焼
か
れ
、
廃
墟
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
十
分
な
食
料
の
補
給
も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
兵
の
離
散
に
加
え
、
夜
盗
、
略

奪
が
各
所
で
起
こ
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
諸
侯
も
す
で
に
董
卓
が
洛
陽
を
捨
て
長
安
に
逃
げ
て
い
る
な
か
で
洛
陽

に
と
ど
ま
る
二塁
我を
見
出
せ
ず
、
早
期
の
解
散
を
求
め
る
よ
う
に
な
つ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

総
大
将
の
哀
紹
は
解
散
を
指
揮
し
、
諸
侯
は
各
地
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
劉
備

。
関
羽
・
張
飛

は
公
孫
讚
に
国
元
に
一
緒
に
来
て
も
ら
え
な
い
か
と
頼
ま
れ
る
が
、
放
浪
の
生
活
を
続
け
る

の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
諸
侯
が
解
散
し
た
後
も
哀
紹
の
軍
陣
で
は
略
奪
や
軍
規
違
反
が
相
次
い
だ
。

そ
れ
は
食
料
の
支
給
が
ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
哀
紹
自
身
も
こ
れ
を
憂
慮
し
て

い
た
。
哀
紹
の
配
下
は
、
近
く
に
あ
る
豊
か
な
糞
州
を
攻
め
、
こ
れ
を
落
と
す
こ
と
を
策
謀
し

た
。
ま
ず
、
公
孫
讚
と
共
に
糞
州
に
攻
め

込
も
う
と
誘
い
、　
一
方
で
糞
州
太
守
の
韓

薇
に
は
公
孫
讚
が
攻
め
て
く
る
と
知
ら

せ
、
哀
紹
が
そ
の
防
備
を
行
う
こ
と
を
装

い
、
糞
州
に
だ
ま
し
討
ち
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
韓
薇
に
哀
紹
か
ら
の
手
紙
が
届

く
と
韓
額
は
公
孫
讚
の
奇
襲
を
お
そ
れ
、

哀
紹
に
守
備
を
請
う
使
い
を
出
す
。
こ
こ

で
、
韓
額
の
配
下
の
一
人
が
哀
紹
の
策
略

を
看
破
し
、
哀
紹
を
糞
州
に
入
れ
な
い
よ

う
に
進
言
す
る
が
、
そ
の
案
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

哀
紹
は
糞
州
に
無
血
入
城
す
る
の
で
あ

つ
た
。

（熊
谷
市
　
け
や
き
総
合
法
律
事
務
西

日中友好のために日本償1がすべ者 3つの事
10/16 人民日報系「環球時報」よll

① 『日中国交正常化の初心を守るべき』
・ 50年の実践は、友好と平和的共存の日中両

国民のニーズと時代の発展のエーズに合致した

ことを証明した。
・ 一方近年の日本の対中政策は、ますます右翼

思想と冷戦思考の影響を受け “中国脅威論"を

騒ぎ立て、日中関係の正常な運営に深刻な影響

を与えている。
。 「隣国に災いを押し付ける」ことと「隣国に
優しくする」ことの間で真に日本の国益と民衆

の幸福に合致する決断をすべきである。

② 『二国間関係の根本となる正しい歴史観の確
立を堅持すべき』
。 1972年に日中国交正常化を実現した「日中

共同声明」は歴史問題について、重要な共通認

識に達した。
。 日本側が過去に戦争によつて、中国人民に多

大な損失をもたらした責任を痛感し、深い反省

を表明することを明確に提起している。
。「日中共同声明」は日中関係 50年の健全な

発展の重要な保障の一つであり、当時の日本政

府が正しい歴史観を堅持したことの現れであ

る。

③『日中友好のより十分な民間動力を維持し、

発掘する必要がある』
・ 「民をもつて官を促す」方式で日中国交正

常化を実践させた。
・ 「親米反中」の勢力がある中にも、両国圧

倒的多数の国民が引き続き、平和的、友好的、

穏健的な二国間関係を望む。
。両国は歴史を学び直し、最低ラインを守る

と同時に平和な友好共同発展の新たなチャン

ス、新たな原動力を模索しなければならない。

・・・・ 。と締めくくつた。 (傷← 封

・
{事景

機
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錮「キシ型腎梶から」掏どt●計
♪あなた終わりが見えている   ♪暮らし苦しむ民の声     ♪点検したと言うけれど
日ごと支持率下がります     上がり続ける物価高      ボロがつぎつぎ明るみに
憲法違反の国葬を        消費減税背を向けて      反省してると言うけれど
世論背いて押し通す       医療費値上↓力会行する     何を反省かわからない
それが総理の          それが総理の         統一協会との
することでしょうか       することでしょうか      癒着関係
辞めてください         止めてください        究明できなきや
キシ父総理           インボイス導入        辞めてください

第 88回

曇八王子アクシヨン
11月 19日 (土 )

JR八王子駅 Jし回 集会L
NO WAR
10時 30分～11時 30分

らなたは戦多女知っていますか7

満燿を知 っていますか 7
議意島を知つていますか

'

映画会

12月
11日
(日曜日)
13:30～

種 ⑩

切り絵 (剪り は中国の伝統工芸

です。講師のていねいな指導で、来

年の干支 (フDを切ろう。紙やカッタ

ーはこちらで用意します。

日時:11硼紙27日 (日 )

先着10名‐さまとさせていただきます。

必ず申込みをお願いいたします。

り

:アミタ
゛
ス

:チーション

:書館 3と湖 l‖ヨ|

|き上げの真相

|を描いたドキ
,ュメンタリー

′映画

1 日中友好新聞は、東北アジアの平和に役立つ確かな情報と中国の文化・歴史の豊かな情報を持つ、
1月 2回発行のタフロ゙イド判8Pの新聞です。嫌・反中報道が締れる中、公正・中立な報道をしていま丸

F∝ 猶 が コ〕9______… 1_グ W_界 鐵 拠 ω―購理込_WJ螢型 ll i制≒ __

斉層T薙拝蔀会鳥干誌義建異ξ
≫

13:30～ 切り絵教室
「干支の兎を切る」

12月 11日 (日)10:00～電妻議会
13:30～ 映画会

「萌董島大遣返」
12月 21日 OЮ ～26日 (月 )

中央図書館地下展示室
パネル展「731部隊 口原爆 ロビキニ」

l警鵡吾顆 瞥 予鷲

講師 1‐


